


１. 植民地歴史博物館 紹介
　  韓日市民の手による博物館

２. 展示解説 (1) 
      日本による朝鮮の植民地化

３. 展示解説 (2) 
      植民地支配と朝鮮独立運動

４. 展示解説 (3) 
      戦時下の朝鮮と人びとの暮らし

５. 強制動員被害者 証言
      わたしが歴史の証人

６. 展示解説 (4) 
      「親日清算」の歴史的経緯

７. 活動紹介
      日韓市民交流・連帯のチカラ

８. ナヌムの家 紹介
　  今も息づく歴史空間

９. 日本軍「慰安婦」歴史館Ⅰ
      日本軍「慰安所」制度とその歴史

10 . 日本軍「慰安婦」歴史館Ⅱ
       彼女たちが残したもの  －遺品と絵画－

11 . 証言
      彼女たちの声に耳を傾けてみる

12 . Peace Road －歴史と人権ワークショップ－

      共に歴史と向き合う国際交流

2018 年 8 月 29 日、韓国ソウルの龍山に開館した韓日
市民の手による博物館。民間の研究機関である民族問
題研究所 (1991 年設立 ) が植民地主義克服のために取
り組んできた資料収集、調査研究、展示、日韓市民交流・
連帯などの活動を土台としています。多数の実物資料
や体験者の証言等から「わたし」にとって日本の朝鮮
侵略・植民地支配とは何かを考える展示、人権・平和・
未来のための活動を行っています。

“ナヌム” とは “わかちあい” という意味。アジア・
太平洋戦争期に日本軍の性奴隷として強制動員された
被害女性のためのシェルターとして 1992 年にスター
ト、今も生存者たちが暮らしています。証言や歴史資
料・絵画等の展示を通して日本軍「慰安所」制度の歴
史を後世に伝えるための日本軍「慰安婦」歴史館も併
設されています。
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日本軍が朝鮮の王宮「景福宮」に攻め入る
様子を描いた錦絵

日本軍「慰安所」制度生存者のパク・オクソンさん

日本の大陸侵略と朝鮮をめぐる展示

日本製鉄大阪製鉄所に徴用されたヨ・ウンテクさん
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